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近
年
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
で
、
犬
や

猫
の
飼
育
総
数
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
全
国

の
犬
の
登
録
頭
数
は
平
成

年
度
に

約

万

千
頭
だ
っ
た
の
が
、

平
成

年
度
に
は
約

万

千

頭
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
背
景
に
は
、
ペ
ッ
ト
を
単
な

る
愛
が
ん
動
物
と
し
て
で
は
な
く
、

潤
い
や
心
豊
か
で
安
ら
ぎ
の
あ
る
生

活
を
求
め
、
家
族
の
一
員
と
し
て
飼

う
と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
ペ
ッ
ト
ブ
ー

ム
の
一
方
で
、
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
苦

情
も
あ
り
、
表

・

の
と
お
り
、

ふ
ん
尿
や
鳴
き
声
な
ど
の
苦
情
が
目

立
ち
ま
す
。

ま
た
、
市
動
物
管
理
事
務
所
に
収

容
さ
れ
た
犬
や
猫
の
う
ち
、
平
成

、
表

・

の

年
度
に
は
、
表

・

の
と
お
り
、

犬
は
約

頭
、
猫
は
約

頭
の
命
を
処
分
せ
ざ
る
を
得
な
い

現
状
も
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
収
容
し
た
犬
や
猫
を

市
動
物
管
理
事
務
所
で
希
望
者
に
譲

渡
し
て
い
る
ほ
か
、
飼
い
主
の
マ

ナ
ー
向
上
の
た
め
、
動
物
愛
護
講
習

会
の
開
催
や
飼
い
主
へ
の
訪
問
指
導

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
策
定
す
る

鹿
児
島

市
猫
の
適
正
飼
養
及
び
管
理
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
、
地
域
猫
活
動

を
進
め
、
飼
い
猫
や
飼
い
主
の
い
な

い
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
の
効
果
に
よ

り
、
発
情
に
よ
る
鳴
き
声
や
か
わ
い

そ
う
な
子
猫
の
出
産
を
減
ら
し
、
さ

ら
に
ふ
ん
尿
な
ど
の
被
害
を
減
ら
し

て
い
き
ま
す
。

ペ
ッ
ト
は
飼
い
主
が
マ
ナ
ー
を
守

る
か
守
ら
な
い
か
で
、
人
か
ら
愛
さ

れ
た
り
、
嫌
わ
れ
た
り
し
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
一
人
一
人
が
ペ
ッ
ト
を
飼

う
と
き
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
人
も

動
物
も
住
み
よ
い
社
会
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 、

表

・

の

ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
の
影
で

ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
の
影
で

家
族
と
し
て
の
ペ
ッ
ト

家
族
と
し
て
の
ペ
ッ
ト

生
活
に
潤
い
と
癒
や
し
を
与
え
て
く
れ
る
ペ
ッ
ト
た
ち
。
当
然
な
が
ら
、

飼
い
主
に
は
最
後
ま
で
飼
う
責
任
と
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

人
と
動
物
が
共
生
で
き
る
社
会
に
向
け
て
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
の

ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
生
活
衛
生
課

・

】

かわいそう かわいい など、
衝動的な感情だけで飼うつもりで
はありませんか
近所の迷惑にならない飼い方がで
きますか
飼い猫の寿命は平均 年とい
われています。最後まで愛情と責
任を持って飼うことができます
か。 年先の猫、自分のこと、家族のことを考えてみましょ
う
猫の習性や病気などの知識を身に付けましょう
毎日の世話やえさ代、不妊去勢手術費、病院の治療費を考
えてみましたか

猫を飼う前に 家族で話し合いましょう猫を飼う前に

市みんなでまちを美しくする条例 で 公共の場所や他
人の土地に、飼い犬のふんを放置してはならない といっ
たルールを定めています
散歩中のふんの持ち帰りは飼い主の責任です。自宅での排
せつのしつけに努め、散歩中のふんは必ず持ち帰りましょ
う
犬の放し飼いの苦情が増えています。人への危害防止のた
め、散歩のときは引き綱を付けましょう
犬が人をかんだときは生活衛生課へ連絡してください

飼い主の皆さんへ ルールを守って楽しい散歩飼い主の皆さんへ

保健所では年に 回、動物愛護講習会を行っ
ています。参加は無料です
内 容 犬
のしつけ方
教室、動物
の病気に関
する講習な
ど
詳しくは生
活衛生課へ

知識を身につけよう 動物愛護講習会知識を身につけよう

市動物管理事務所では、放し飼いなどの犬の
保護や返還、収容された犬や猫の譲渡を行って
います。
住 所
田上町
電 話
受付時間 月 金曜日
の 時 分 時 分

犬や猫の譲渡などを行います 市動物管理事務所犬や猫の譲渡などを行います

犬や猫の飼い主を募集
市動物管理事務所では、収容した犬や猫の

新しい飼い主を募集しています。
対 象 市内に住む人を優先
申し込み 直接、市動物管理事務所で見学を
していただき、譲渡します 電話予約は受
け付けていません
譲渡のと
きには、
登録と狂
犬病予防
注射をし
ていただ
きます。
登録や注
射には費
用が必要です
譲渡する動物の情報は、市ホームページ
（ ）で
もご覧いただけます
犬が行方不明になったら
犬が行方不明になったときには、生活衛生

課か市動物管理事務所、最寄りの警察署へお
問い合わせください。
犬の返還には手数料がかかります。また、
返還には免許証など本人確認できるものが
必要です
迷い犬情報は市ホームページでもご覧いた
だけます
警察に届けられた迷い犬情報は、鹿児島県
警ホームページ 落し物忘れ物検索サービ
ス（
）でも検索できます

本市では、猫のふん尿・鳴き声などの被害を軽減
し、人と動物が共生できる社会の実現を目指すため、
鹿児島市猫の適正飼養及び管理ガイドライン の

策定に取り組みます。

人と猫が共生できる社会を目指して 鹿児島市猫の適正飼養及び管理ガイドライン人と猫が共生できる社会を目指して

犬は必ず登録をして、毎年 回、狂犬病の
予防注射を受けさせてください
月 月に公

園や公民館など
で登録と予防注
射を行います
登録、予防注射
は市内の動物病
院で随時行って
います 大切な飼い犬の健康のために

【生活衛生課】

必ず受けましょう 狂犬病予防注射必ず受けましょう

地域の問題として
考えてほしい
猫の被害を少しでも
軽減するためにこの
ガイドラインの策定
に取り組んでいま
す。
猫の被害は、迷惑し
ている人にとっては
切実な問題です。地

域猫活動は地域の環境を良くするため
のものであり、地域住民全体の問題と
して取り上げることが必要です。今回
策定するガイドラインも地域住民の皆
さんの協力がなければ、成果は期待で
きません。
このガイドラインが、地域の皆さんで
地域猫について考えるきっかけとな
り、命の大切さを学ぶ場になってくれ
ることを願っています。

坂本 紘さん（猫の
適正飼養及び管理ガ
イドライン策定委員
会会長）

大切な家族の一
員であるペット
を捨てる行為は
法律で厳しく罰
せられます
また虐待する行
為も同様です

僕らを捨てないで！

ペットとともに生きていくための約束

通を超えるたくさんのご応募ありがと
うございました。正解者の中から抽選で賞品
をお送りいたします。当選者の発表は賞品の
発送をもって代えさせていただきます。

月号掲載 新春パズルの答え月号掲載

【広報課 】

お詫び 月号の新春パズルのたてのマス
の は緑ではなく、赤でした。お詫びい
たします。

家族として最後まで
見届けてほしい
市動物管理事務所に収
容された犬は、これま
でと違う環境に連れて
来られ、ショックを受
けています。
まずはそれぞれの犬の
心を和らげるため、叱
らずに優しく接しよう
と努力しています。
新しい飼い主に引き取

られるときには、しばらく世話をしたこと
で、犬への愛着が残りますが、飼い主には
これからかわいがってほしいという思いで
見送っています。
動物はかわいいだけでは育てられません。
動物にも心があり、性格もそれぞれ違いま
す。飼い主の皆さんは動物を理解し、家族
の一員として最後まで責任を持って飼って
ほしいと思います。

遠藤 昌俊さん（市動
物管理事務所職員）

ガイドラインの主な内容
猫を飼い始める前に考えるべきこと
飼い主の責任と適正飼養のあり方
飼い主のいない猫 を地域ぐるみで 地域猫
として飼養管理する取り組み
猫の問題の改善に協働して取り組むための市民、
地域、動物愛護団体、行政などの役割

熱熱心心なな議議論論がが行行わわれれたた委委員員会会熱心な議論が行われた委員会


